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安全で安心いただける医療を
地域の皆様にお届けできる
世界トップレベルの病院を目指します

K a s h i w a b a  N e u r o s u r g i c a l  H o s p i t a l

部門レポート／B館2階病棟

柏葉脳神経外科病院 理事長／院長 金子 貞男

開院40周年を迎えて



柏葉脳神経外科病院は、柏葉武名誉理事長により1971年4月19日に、わずか
19床で開院いたしました。以来40年、地域の皆様の支援を得ながら、「脳の総合
病院」として高度専門医療の充実を図ってまいりました。現在は144床の地域中核
病院として、24時間365日救急医療を提供できる体制を整え、全職員が「安全で
安心いただける医療を地域の皆様にお届けできる世界トップレベルの病院」を目指
しています。

開院40周年を迎えて
安
全
で
安
心
い
た
だ
け
る
医
療
を
地
域
の
皆
様
に
お
届
け
で
き
る

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
病
院
を
目
指
し
ま
す

中・長期ビジョン

医療の質の
さらなる向上

働きがいのある
病院づくり

地域医療機関との
連携強化

柏葉脳神経外科病院 理事長・院長 金子 貞男



脳
と
神
経
の
疾
患
を
最
先
端
医
療
で

〜
も
っ
と
良
い
方
法
を
探
る
〜

　　

当
院
で
治
療
を
行
う
患
者
さ
ん
の
約
8
割
が
、
脳
梗
塞
、

脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血
な
ど
、
脳
血
管
障
害
の
方
で
す
。

　

脳
梗
塞
の
治
療
と
し
て
、
発
症
後
3
時
間
以
内
に
有
効
な

　
「
ｔ
Ｐ
Ａ
静
注
療
法
」の
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。
昨
年

秋
か
ら
は
、
発
症
後
8
時
間
ま
で
治
療
可
能
な
「M

メ

ル

シ

erci

リ

ト
リ
ー
バ
ー
に
よ
る
血
栓
回
収
療
法
」も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

血
管
内
に
挿
入
し
た
器
具
で
脳
血
管
内
の
血
栓
を
回
収
す
る

た
め
、
高
度
な
技
術
が
必
要
で
す
が
、
当
院
で
は
専
門
医
に

よ
る
治
療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
脊
髄
疾
患
、
脳
腫
瘍
、
頭
部
外
傷
、
顔
面
け
い
れ

ん
、
三
叉
神
経
痛
な
ど
、
脳
と
神
経
に
お
け
る
幅
広
い
疾
患

の
治
療
を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
医
が
行
っ
て
い
ま
す
。

シ
ー
ム
レ
ス
で
医
療
を
提
供
す
る

〜
救
急
体
制
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
〜

　　

専
門
医
が
24
時
間
3
6
5
日
常
駐
し
、
救
急
患
者
を
受
け

入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
年
中
無
休
の
シ
ー
ム
レ
ス
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
体
制
も
整
い
ま
し
た
。
脳
血
管
障

害
な
ど
の
患
者
さ
ん
に
対
し
、
発
症
直
後
か
ら
主
治
医
の
監

視
下
で
早
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
。
患
者
さ
ん
の

状
態
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
退
院
ま
で
継
続
し

ま
す
。

　

ま
た
、
摂
食
・
嚥
下
障
害
は
、
専
門
医
と
管
理
栄
養
士
が
、

絶
望
感
や
喪
失
感
に
対
応
す
る
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
は
臨
床
心
理

士
や
音
楽
療
法
士
が
対
応
す
る
な
ど
、
専
門
治
療
を
担
う
各

セ
ク
シ
ョ
ン
が
常
に
連
携
し
な
が
ら
患
者
さ
ん
の
早
期
離
床

と
機
能
回
復
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
と
患
者
さ
ん
と

職
員
の
た
め
に

　　

私
た
ち
は
、
地
域
住
民
の
家
庭
医
で
あ
る

診
療
所
の
医
師
や
回
復
期
・
慢
性
期
の
各
機

能
を
担
っ
て
い
る
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
と

密
接
に
円
滑
に
連
携
す
る
た
め
に
、
共
に
学

び
共
に
成
長
す
る
関
係
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
当
院
の
若
い
職
員
が
こ
の
地
域
で

結
婚
し
、
子
ど
も
を
育
て
充
実
し
た
人
生
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
誰
も
が
幸
せ
に
な
る
医

療
体
制
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、「
医
療
の
質
」「
患
者
さ
ん
の

満
足
度
」の
向
上
に
こ
れ
か
ら
も
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。

「
医
療
の
質
」「
患
者
さ
ん
の
満
足
度
」の

向
上
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す

1971年　柏葉脳神経外科医院開院（19床）
　　　　　柏葉武、院長に就任
1975年　第2期工事竣工（60床）
　　　　　柏葉脳神経外科病院となる
1982年　第3期工事竣工（161床）
1989年　第4期工事竣工（161床）
2003年　金子貞男、院長に就任
2004年　特定医療法人認可
2005年　第5期工事竣工（144床）
2007年　金子貞男、理事長を兼任

柏葉脳神経外科病院のあゆみ

早期に始める急性期リハビリテーション

患者さんからの声を集める「ご意見箱」 チーム医療の要となる多職種によるカンファレンス



柏葉脳神経外科病院
私
た
ち
は
、
安
全
で
安
心
い
た
だ
け
る
医
療
の

サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
、
患
者
さ
ん
の
幸
せ
を
守
り

ま
す 病

院
の
理
念

●
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
最
善
の

医
療
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す

●
医
師
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
説
明
と
、
患
者
さ
ん
の

理
解
と
選
択
に
基
づ
く
医
療
を
実
践
し
ま
す

●
患
者
さ
ん
の
意
志
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
ま
す

●
医
療
従
事
者
と
し
て
、
常
に
、
豊
か
な
人
間
性
と

技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す

●
救
命
・
救
急
医
療
か
ら
心
と
体
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
、
脳
の
総
合
病
院
を
め
ざ
し
ま
す

●
地
域
医
療
機
関
と
の
強
力
な
連
携
を
は
か
り
、
よ

り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す

●
患
者
さ
ん
は
、
平
等
で
、
安
全
な
医
療
を
受
け
る

権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
診
療
に
か
か
わ
る
人
々
の
氏
名
と
役
割
を

知
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
病
気
・
治
療
・
予
後
に
つ
い
て
知
る
権
利

が
あ
り
ま
す

●
治
療
に
つ
い
て
承
諾
・
拒
否
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
診
療
に
つ
い
て
、
他
医
師
の
意
見
（
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
）
を
得
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
公
的
援
助
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
知

る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
病
院
職
員
に
対
し
て
、
意
見
・
苦
情
を
伝
え
る
権

利
が
あ
り
ま
す

患
者
さ
ん
の
権
利

病
院
の
基
本
方
針

き
ま
し
た
。
4
月
よ
り
、
当
院
で
は
27

名
の
新
入
職
員
を
向
か
え
、
春
の
日
差

し
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
活
気
に
満
ち
た

明
る
い
笑
顔
に
、
私
達
も
入
職
当
時
の

自
分
達
を
重
ね
、
つ
い
つ
い
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
て
い
ま
す
。
春
を
迎
え
た
と
は

い
え
、
ま
だ
ま
だ
朝
晩
は
寒
暖
の
差
が

あ
り
ま
す
。
体
調
管
理
に
は
十
分
ご
留

意
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
小
川
）

日
差
し
も
す
っ
か
り

暖
か
く
な
り
、
道
端

に
は
春
を
告
げ
る
蕗

の
薹
が
顔
を
出
し
て

編
集
後
記

私
た
ち
の
考
え
て
い
る
こ
と

寝
た
き
り
防
止
と
在
宅
復
帰
を

目
指
す
回
復
期
病
棟

多
岐
に
わ
た
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

　

脳
血
管
障
害
や
頭
頚
部
の
外
傷
な
ど
で
急
性

期
の
医
療
が
終
了
し
た
後
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
退
院
後
の
暮
ら
し
方
を
イ
メ
ー
ジ
し
な

が
ら
、
個
別
的
・
具
体
的
・
集
中
的
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
44
床
の
病
棟
で

制
作
／
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3
6
5
日
体
制
で
患
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
損
な
わ
れ
た
機

能
の
回
復
訓
練
だ
け
で
な
く
、
A
D
L
室
で
の

調
理
や
洗
濯
の
訓
練
、
廊
下
で
の
歩
行
訓
練
、

買
い
物
や
通
勤
を
想
定
し
た
外
出
訓
練
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
、
入
浴
、

着
替
え
、
食
事
な
ど
、
日
常
生
活
能
力
を
回
復

さ
せ
て
、
患
者
さ
ん
の
意
欲
や
自
立
を
支
え
ま

す
。

　

ま
た
、
離
床
を
促
す
た
め
、
集
団
音
楽
療

法
や
貼
り
絵
・
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
な
ど
を
デ
イ

ル
ー
ム
で
行
っ
て
い
ま
す
。
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

楽
し
い
時
間
は
、
患
者
さ
ん
と
職
員
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
能
力
を

最
大
限
に
生
か
す
サ
ポ
ー
ト
を

　

毎
朝
、
医
師
と
看
護
師
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
患

B館2階病棟

部門レポート

科長…安達里和

看護師…15人

助手…9人

クラーク…1人

リハビリテーションスタッフ…16人

者
さ
ん
の
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
週
3

日
行
わ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
は
、
栄
養
士
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
必
要
に
応
じ
て
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
を
交
え
、
自
宅
で
の
介
助
方
法
や
住
宅
改
修

な
ど
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
能
力
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が

ら
、
退
院
後
の
生
活
が
よ
り
快
適
に
安
楽
に
な

る
方
法
を
見
出
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
内
科
的
な
基
礎
疾
患
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
食
生
活
や
内
服
の
指
導
、
日
常
生
活
で

関
節
や
筋
肉
を
動
か
す
習
慣
づ
く
り
も
提
案
し

て
い
ま
す
。

す
。

　

専
従
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
し
、
理

学
療
法
士
5
名
、
作

業
療
法
士
7
名
、
言

語
聴
覚
士
4
名
が
、

安達科長

貼り絵でカレンダーづくり


